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て、主成分分析や因子分析法といった多変量解析を用いている o 第 1 章では、広域行政の理論的分析として、これま
での研究のサーベイを行い、さらに分析のための基礎理論を提示している。第 2 章では、人口流動からみた関西都市
圏の都市構造と題して、主成分分析を用いて人口や雇用の動態を基礎に大都市圏を抽出している。さらに抽出した大
都市圏の類型や集中・分散の要因を検討している o 第 3 章では、都市構造の将来動向と広域行政の基本的枠組みが分
析されている。都市圏の再編や調整が活発化する要因や、それに対応して広域行政圏を設定する際の要因が述べられ
ている。第 4 章では、関西圏の都市機能・居住属性分析として、因子分析法を用いて、各大都市圏を特徴付ける性質







本論文の機軸となる第 2 章、第 4 章の主成分分析、因子分析は、膨大なデータを統計的に処理し、明快な結論を導き
出している o 以上の点から、本論文は博士(国際公共政策)の水準に達しているものと判断する。
-656-
